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7.9 歳、BMI:22.3±2.6 ㎡/kg）とした。対象は術前に CPX と体重測定を行い、術後 10 日目に体重
を再測定し、術前後の体重の比から体重減少率を求めた。また、術後１日目から 10 日目にかけて
身体活動量を測定した。CPX の指標としては、安静時から嫌気性代謝閾値までの HR の増加量
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